
「植物を助けるバイオスティミュラント微生物」の
探索と応用展開研究

概要

研究内容
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（１）植物を病原体感染から保護する植物共生微生物
これまでに、ウリ類やイチゴの炭疽病、キャベツ黒すす病、トマト青枯病、ウリ類つる
割病などの発生を抑制する植物内生放線菌や根圏細菌などの植物共生微生物を多
数発見し、特許出願してきました。微生物農薬は、耐性病原菌が出現するリスクが極
めて低く、また、農薬の散布回数にカウントされないというメリットがあります。

【実績】
 特許US 6,544,511 B2
 特許第 3629212 号
 特許第 5380648 号
 特開 2011-188761
など7件

（２）植物成長を促進する根圏細菌
植物根圏（根の周囲）に生息する微生物群
の中から、植物の成長を助ける能力を持
った新規の有用細菌の探索を進めていま
す。貧栄養条件下での植物生育を助ける
ユニークな細菌なども見つかっています。
化学肥料の使用量を抑えながらも、作物
の収量増加が期待でいます。

活用分野・用途・応用例

＜微生物農薬・植物バイオスティミュラントとして応用＞
病害抑制効果をもつ微生物は微生物農薬として、成長促進効果をもつ微生
物は植物バイオスティミュラントとして活用できます。これら微生物資材の
活用は、農業の省農薬・省化学肥料化や不良環境下での作物栽培の実現に
大きく貢献するものと考えています。

当研究室では、植物生育を促進したり、植物を病原体の感染から保護
する能力を持つ有用な植物共生微生物を、植物バイオスティミュラント
や微生物農薬として農作物生産に有効活用することを目指した研究に
取り組んでいます。有用植物共生微生物の探索から、有効施用方法の
検討、有用効果のメカニズム解析に至るまでを一貫して行っています。

対照区：半数近くのイチゴ苗が炭疽病を発症 有用放線菌区：発病苗数が7割以上減少

病害抑制効果をもつ植物共生微生物の例

植物成長を促進する植物共生微生物の例

無施肥対照区：
シロイヌナズナの成長が大幅に停滞

有用根圏細菌区：
生育が改善され、健全に成長を続ける



植物内生放線菌の病害防除への応用
に関する記事を農業雑誌に寄稿
（植物防疫 第66巻2号39－42）

キャベツセル苗に被害をもたらす黒
すす病を抑制する植物内生放線菌に
関する論文を発表
（Microbes and Environments 32: 133-141）

分離が難しかった有用根圏細菌を分
離するための培地を開発し、論文発表
（Microbes and Environments 31: 104-110）

難防除のトマト青枯病を抑制する有
用根圏細菌を発見し、論文発表
（Applied Soil Ecology 128: 71-80）

ネギ類の根圏で特異的に増殖する根
圏細菌が難防除の土壌伝染性フザリ
ウム病に抑制効果を示すことを発見
し、論文発表
（Scientific Reports (2019)9:1715）

現代農業（２０１９年１０月号）やアグリバイオ（２０１８年２月号）などにも記事を掲載しております。

病害抑制微生物のパフォーマンスを
向上させる手法をまとめた総説論文
を発表
（ Journal of General Plant Pathology 85:
329-336）


